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成長と分配の好循環

・アベノミクス第一ステージ： 経済、財政、国民生活の各面で大きな前進
・アベノミクス第二ステージ： 少子化など構造問題をブレークスルーし、一億総活躍社会を実現

潜在需要の顕在化 成長力強化

○新たな消費需要の顕在化

（シルバー向け市場の活性化、空き家等の遊休
資産等を活用した新たなサービス拡大等）

○公的分野の産業化の推進

（健康長寿、子育て、インフラ・メンテナンス分野、
公民連携・民間の知恵の活用等）

○グローバル展開

（健康長寿の日本ブランド化等）

子育て・介護支援等で潜在需要顕在化

分配（好循環の強化・拡大均衡に向けて）

○社会的損失の解消

（希望出生率を実現する少子化対策、就業希望約
950万人の就労実現、就業促進とそのための障壁
是正、働き方改革、ワークライフバランス、人的投
資の拡充等）

○中長期投資の促進等を通じた企業価値の向上と
それを支えるガバナンス

（ES G投資促進、コーディネーションの失敗回避等）
○「未来投資」への決断の後押し

（R& D・設備投資、対日直投の環境整備等）

賃金・所得の向上を引き出すサプライサイド強化

○家計の可処分所得の拡大
（賃金・最低賃金の引上げ、被用者保険の適用拡大、社会保険料増加の抑制、ダブルインカ

ムの促進等の環境整備、低所得者対策等）
○アベノミクスの成果を活用した構造的課題への取組
・成長の成果の活用の基本方針・仕組み （一億総活躍等に必要な持続的支援）

・社会保障や公共サービス等の歳出効率化努力の成果を現役世代や地域に還元する仕組み
○資源配分の効率化 （見える化、インセンティブ改革等を通じたワイズ・スペンディング）

アベノミクスの成果の活用等による一億総活躍等の促進


